
窓口支援事例 【群馬県 知財総合支援窓口】

企業情報 

株式会社アペックス 

所在地 群馬県高崎市上並榎町２５８－１

ホームページ URL http://www.apexb1.com 

設立年 １９８８年 業 種 卸・小売業 

従業員数 ２８人 資本金 ４,０００万円 

一押し商品 

自社の強み 

企業概要 

 商品選定から、企画開発、コーディネート、デザイン、ト

レンド調査、戦略立案にいたるあらゆる面でスタッフ全員が

プロフェッショナルに追求。そして、すべてにボーダレス精

神で挑戦。日本そして世界のよりよい商品を探し出し、テレ

ビをはじめ通信販売をメインにプロデュースするノウハウを

持っています。

　知的財産権は、商標登録４２件を保有し、出願中の商標が

１件あります。

当社は、輸入商品及び国内商品の企画開発プロデュースをしてお

ります。世界各国でデザイン賞を多数受賞している「MENU」を

はじめ、「Danfill」「magisso」「Silkeborg U1dspinderi」

「DYKON」「WOUD」など、多くの北欧ブランドの日本代理店

も務めています。

  すべてのスタッフが、興味のあることに積極的にチャレンジでき

る会社であり、事業を通じて、世界中の人に、より豊かで幸せな時

間と空間をお届けしています。

「人にやさしく高品質」といわれ、たくさんの人々に愛され

続ける寝具ブランド、ダンフィル。

「健康」と「清潔」をテーマとするダンフィルの製品は、数

多くの公的機関による厳しい基準を満たしたものばかり。そ

の製品の数々は世界的に高い信頼を得ており、家庭や病院、

ホテルなど様々なシーンで使用されています。赤ちゃんから

ご年配の方々まで幅広い年代の方に、心地良い眠りをお届け

します。

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

これから窓口を活用する企業へのメッセージ 

窓口を活用して変わったところ 

その後の相談概要 

最初の相談概要 

窓口活用のきっかけ 

知財総合支援窓口活用のポイント 

 同社に対しては以前から断続的に支援を続けておりましたが、当初は新商品のネーミング調査や商標

出願手続きの支援が中心でした。近年、事業の拡大に伴い、他社との商標問題や外国での商標取得、意

匠・著作権、様々な分野にわたる相談が増えてきたとともに、同社の知的財産への取り組み姿勢にも大

きな変化が出てきました。今回は、新規分野参入時の商標リスクを検討するために相談に来られました。 

 同社の知財への取り組みが大きく変わるきっかけは、新規分野への参入に際して他社の商標が同社の

ハウスマーク使用の障害となりそうなことが分かったことです。最初の相談においては、商標権侵害の

考え方に関する説明を行い、回避案を検討することと、知財専門家（弁理士）の活用を提案しました。 

 その後、知財専門家（弁理士）と共同で最もリスクの少ない回避案の検討と権利化に向けた支援を行

いました。また最も重要なブランドであるハウスマークについても同社の事業内容との比較整理作業を

進め、最終的には商標登録まで支援を行いました。これら一連の支援を通じて商標・ブランドが事業に

とって如何に重要であるかが再認識されたと思います。 

今回の一連の支援をきっかけに、同社の知財活動に以下のような変化が見えてきました。先ず、知財

担当者が固定されて経営と直結して対応できる体制となったこと、次に知財担当者だけでなく社内全体

でも知的財産への目配りをするようになったこと、更には仕入れ商品に関しては社内だけでなく取引企

業も巻き込んで商標の検討を行うようになってきました。知財の重要性が全社的に認識されてきた結果

だと思われます。 

商標出願するために、商標の調査方法はもちろんですが、事前に商品を企画する早めの段階で、弁理

士の先生と連携して助言を頂け、毎回親身に対応してくださっています。自社で出願から権利化までの

手続きができるようになったのも窓口の担当者のお陰です。知財総合支援窓口へ、皆さんもお気軽に相

談されることをおすすめします。 

窓口担当者から一言 （氏名：神林 賢蔵） 

 担当者として当社が最初に商標出願を行った頃から支援を続けています。会社の成長

と共に知的財産の重要性も増してきており、それと共に支援の質も高めていかなければ

いけないと思っています。  

2022年01月17日更新　新原稿
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一押し商品 

自社の強み 

企業概要 

商品選定から、企画開発、コーディネート、デザイン、ト

レンド調査、戦略立案にいたるあらゆる面でスタッフ全員が

プロフェッショナルに追求。そして、すべてにボーダレス精

神で挑戦。日本そして世界のよりよい商品を探し出し、テレ

ビをはじめ通信販売をメインにプロデュースするノウハウ

を持っています。 

知的財産権は、商標登録４０件、意匠登録１件を保有し、 

出願中の商標が７件あります。

当社は、輸入商品及び国内商品の企画開発プロデュースをしてお

ります。世界各国でデザイン賞を多数受賞している「menu」をは

じめ、「Danfill」「magisso」「Silkeborg Plaids」「DYKON」

「Leschi」「meori」など、多くの北欧ブランドの日本代理店も努

めています。

 すべてのスタッフが、興味のあることに積極的にチャレンジでき

る会社であり、事業を通じて、世界中の人に、より豊かで幸せな時

間と空間をお届けしています。

 「Ref-bo」はどこにでも持ち運べるステンレスボトルにリフレクターを融

合させたボトル。

フィンランドのブランドmagissoから登場したこのボトルは、反射板の役

割を果たす優れもので、真空断熱で保温・保冷時間も十分にあるボトルで

す。

　フィンランドでは、日照時間も短く夜が長いため、反射板を身につけるこ

とが常識となっています。

　リフレクターの役割が、日常生活に安全性がもたらし、人々のお役に立つ

よう願い、商標出願しております。

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

これから窓口を活用する企業へのメッセージ 

窓口を活用して変わったところ 

その後の相談概要 

最初の相談概要 

窓口活用のきっかけ 

知財総合支援窓口活用のポイント 

 同社に対しては以前から断続的に支援を続けておりましたが、当初は新商品のネーミング調査や商標

出願手続きの支援が中心でした。近年、事業の拡大に伴い、他社との商標問題や外国での商標取得、意

匠・著作権、様々な分野にわたる相談が増えてきたとともに、同社の知的財産への取り組み姿勢にも大

きな変化が出てきました。今回は、新規分野参入時の商標リスクを検討するために相談に来られました。 

 同社の知財への取り組みが大きく変わるきっかけは、新規分野への参入に際して他社の商標が同社の

ハウスマーク使用の障害となりそうなことが分かったことです。最初の相談においては、商標権侵害の

考え方に関する説明を行い、回避案を検討することと、知財専門家（弁理士）の活用を提案しました。 

 その後、知財専門家（弁理士）と共同で最もリスクの少ない回避案の検討と権利化に向けた支援を行

いました。また最も重要なブランドであるハウスマークについても同社の事業内容との比較整理作業を

進め、最終的には商標登録まで支援を行いました。これら一連の支援を通じて商標・ブランドが事業に

とって如何に重要であるかが再認識されたと思います。 

今回の一連の支援をきっかけに、同社の知財活動に以下のような変化が見えてきました。先ず、知財

担当者が固定されて経営と直結して対応できる体制となったこと、次に知財担当者だけでなく社内全体

でも知的財産への目配りをするようになったこと、更には仕入れ商品に関しては社内だけでなく取引企

業も巻き込んで商標の検討を行うようになってきました。知財の重要性が全社的に認識されてきた結果

だと思われます。 

商標出願するために、商標の調査方法はもちろんですが、事前に商品を企画する早めの段階で、弁理

士の先生と連携して助言を頂け、毎回親身に対応してくださっています。自社で出願から権利化までの

手続きができるようになったのも窓口の担当者のお陰です。知財総合支援窓口へ、皆さんもお気軽に相

談されることをおすすめします。 

窓口担当者から一言 （氏名：神林 賢蔵） 

 担当者として当社が最初に商標出願を行った頃から支援を続けています。会社の成長

と共に知的財産の重要性も増してきており、それと共に支援の質も高めていかなければ

いけないと思っています。  

2019年09月06日掲載　旧原稿



窓口支援事例 【群馬県 知財総合支援窓口】 

企業情報 

株式会社アペックス                                         

所在地 群馬県高崎市上並榎町２５８－２ 

ホームページ URL http://www.apexb1.com 

設立年 １９８８年 業 種 卸・小売業 

従業員数 ２８人 資本金 ４,０００万円 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

一押し商品 

自社の強み 

企業概要 

 

 

 

商品選定から、企画開発、コーディネート、デザイン、ト

レンド調査、戦略立案にいたるあらゆる面でスタッフ全員が

プロフェッショナルに追求。そして、すべてにボーダレス精

神で挑戦。日本そして世界のよりよい商品を探し出し、テレ

ビをはじめ通信販売をメインにプロデュースするノウハウ

を持っています。 

知的財産権は、商標登録２６件、意匠登録１件を保有し、

出願中の商標が４件あります。 

当社は輸入商品及び国内商品の企画開発プロデュースをしてお

ります。世界各国でデザイン賞を多数受賞している『menu』をは

じめ、『magisso』『silkeborgolaid』『Bigso Box』など多くの北欧

ブランドの日本代理店も努めています。 

群馬県高崎市に拠点を置く、離職率ゼロの社員が幸せな会社で

す。全てのスタッフが、興味のあることに積極的にチャレンジでき

る会社であり、事業を通じて、世界中の人に、より豊かで幸せな時

間と空間をお届けしています。 

『フィベールピロー』当社の商品の中でも人気と話題性ナンバー１のこの枕

は、医療寝具ブランド・ダンフィルが開発した枕です。この枕の中わたに使

われている『トレビラ・フィル・フィベール』は羽毛以上の、軽さと暖かさ

を兼ね備え、へたりにくく、いつでもふんわりをキープ。またダニを寄せ付

けにくく、いやな臭いもありません。通気性もよく家庭の洗濯機で丸洗いで

きる上、速乾性にも優れていおり、お手入れも簡単です。２０１６年３月現

在、累計販売数４６万個突破！！ 

ダンフィルは、枕の他にクッション、掛け布団、敷き布団があり、全て丸洗

い可能です！「Danfill」「fibelle」は当社の登録商標です。 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

これから窓口を活用する企業へのメッセージ 

窓口を活用して変わったところ 

その後の相談概要 

最初の相談概要 

窓口活用のきっかけ 

知財総合支援窓口活用のポイント 

 同社に対しては以前から断続的に支援を続けておりましたが、当初は新商品のネーミング調査や商標

出願手続きの支援が中心でした。近年、事業の拡大に伴い、他社との商標問題や外国での商標取得、意

匠・著作権、様々な分野にわたる相談が増えてきたとともに、同社の知的財産への取り組み姿勢にも大

きな変化が出てきました。今回は、新規分野参入時の商標リスクを検討するために相談に来られました。 

 同社の知財への取り組みが大きく変わるきっかけは、新規分野への参入に際して他社の商標が同社の

ハウスマーク使用の障害となりそうなことが分かったことです。最初の相談においては、商標権侵害の

考え方に関する説明を行い、回避案を検討することと、知財専門家（弁理士）の活用を提案しました。 

 その後、知財専門家（弁理士）と共同で最もリスクの少ない回避案の検討と権利化に向けた支援を行

いました。また最も重要なブランドであるハウスマークについても同社の事業内容との比較整理作業を

進め、最終的には商標登録まで支援を行いました。これら一連の支援を通じて商標・ブランドが事業に

とって如何に重要であるかが再認識されたと思います。 

今回の一連の支援をきっかけに、同社の知財活動に以下のような変化が見えてきました。先ず、知財

担当者が固定されて経営と直結して対応できる体制となったこと、次に知財担当者だけでなく社内全体

でも知的財産への目配りをするようになったこと、更には仕入れ商品に関しては社内だけでなく取引企

業も巻き込んで商標の検討を行うようになってきました。知財の重要性が全社的に認識されてきた結果

だと思われます。 

商標出願するために、商標の調査方法はもちろんですが、事前に商品を企画する早めの段階で、弁理

士の先生と連携して助言を頂け、毎回親身に対応してくださっています。自社で出願から権利化までの

手続きができるようになったのも窓口の担当者のお陰です。知財総合支援窓口へ、皆さんもお気軽に相

談されることをおすすめします。 

窓口担当者から一言 （氏名：神林 賢蔵） 

  

 担当者として当社が最初に商標出願を行った頃から支援を続けています。会社の成長

と共に知的財産の重要性も増してきており、それと共に支援の質も高めていかなければ

いけないと思っています。  

kyoshida
スタンプ
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